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（１）総合相談支援事業  

 地域の高齢者及びその家族、地域住民からの様々な相談（介護、福祉、保健、医療等）に関する相談に応じ、適切なサービス利用や機関・制度へつなぎ、

継続的に支援する。 

 
 
 
①総合相談業務 
 
 事業計画 取組み及び成果 H28評価（案） H27評価結果  

全
域 

  
 
 
 
 
 
【取組み】 
・６月の介護展において、包括の周知を行った。 
 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 
相談件数（件） ５，７９６ ６，２１７ ７，７６２ 
高齢者人口（人） ３３，３１６ ３５，０２９ ３５，９２６ 
相談件数／ 
   高齢者人口 

１７％ １８％ ２２％   

小
牧 

・社協だよりに“小
牧地域包括支援
センターふれあ
いだより“を掲
載し、相談機関
であることや介
護予防等に関す
る 啓 発 を 行 う
（年４回）。 

 
 
 
 
 
 
【取組み】 

・社協だよりの中で小牧包括の活動内容の周知や、認知症予防・介護予防リーダーの案内を行っ

た。 
【成果】 
・情報発信の方法が、回覧版ではなく社協だよりであることから、いざという時に、自宅で保存
できるものとして掲載できたことで、必要時に活用しやすくなったと考える。 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 
相談件数（件） ３，０４７ ２，８９４ ３，２６７ 
高齢者人口（人） １２，９６８ １３，４０５ １３，６７９ 
相談件数／ 
   高齢者人口 

２３％ ２２％ ２４％ 

B 
定期的な独自
の刊行物で全
市的に包括を 
ＰＲすること
が で き て お
り、相談件数
の増加に繋が
っていると考
える。 

B 
 

味
岡 

・住民に身近な場所

で気軽に相談が

できる機会を提

供するため、老

人福祉センター

野口の郷におい

て介護相談コー

ナーを月１回開

催する。 
・地域での出前講

座、市のイベン
トの機会に、地
域包括支援セン
ターのＰＲを行
う。 

 
 
 
 
 
 

【取組み】 

・野口の郷において毎月相談コーナー開催（相談者数３３名）。 

・サロン等での予防講話を行ったり、サロン参加時や各会議や集まりの際に、地域包括支援センタ

ーのＰＲを行う。 

【成果】 

・大垣共立銀行で実施した認知症サポーター養成講座がきっかけとなり、相談ブースを提供してい

ただくことができ、１２月から年金支給日に相談会の開催につながった。 

 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 
相談件数（件） １，６１３ １，３９４ ２，５９３ 
高齢者人口（人） ７，７４９ ８，１６０ ８，２５５ 
相談件数／ 
   高齢者人口 

２１％ １７％ ３１％ 
A 

老人福祉セン
ターだけでな
く、地域の企
業と連携し、
より身近な場
所での啓発活
動に努めてお
り、相談件数
も増加してい
る。 

B 
 

篠
岡 

・高齢者がアクセス
しにくいセンター
の立地条件をカバ
ーし、また相談先
としての認知度を
高めるため、独居
高齢者などを中心
に積極的にアウト
リーチを実践す
る。 

 
 
 
 
 
 
【取組み】 
 ・野口の郷での出張相談（月１回実施）のほか、積極的にサロン等へ出向き、相談窓口としてＰＲを

行った。 
【成果】 
・特定の地区（周辺）を対象に挨拶やＰＲを兼ねて訪問したところ、顔が繋がり担当者あてに連
絡が入るようになった。 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 
相談件数（件） ４８５ ６８８ ６１７ 
高齢者人口（人） ７，６４１ ８，２９２ ８，７０１ 
相談件数／ 
   高齢者人口 

６％ ８％ ７％ 

B 
相談件数は減
っているもの
の、立地条件
をカバーする
ため、積極的
に 外 へ 出 向
き、相談窓口
としてＰＲの
努力をしてい
る。 

B 
 

北
里 

・住民に身近な場所

で気軽に相談がで

きる機会を提供す

るため、老人福祉

センター小針の郷

において介護相談

コーナーを月１回

開催する。 
・北里地域包括支援
センターたより
や、イベントの機
会に、地域包括支
援センターのＰＲ
を行う。 

 
 
 
 
 
 

【取組み】 

・小針の郷での相談会を１１回実施し、延べ５９名の方の相談があった。 
・北里地域包括支援センターだよりを年４回発行した。 

【成果】 
・小針の郷での相談会は、定着してきている。 

・北里地域包括支援センターだよりを見て、講座への参加や相談に繋がっている。 

  

 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 
相談件数（件） ６５１ １，２４１ １，２８５ 
高齢者人口（人） ４，９５８ ５，１７２ ５，２９１ 
相談件数／ 
   高齢者人口 

１３％ ２４％ ２４％ B 
独自の刊行物
により、包括
をＰＲし、地
域での相談会
を通して啓発
活動に努めて
いる。 

B 
 

 

 

 

 

 

資料１ 

目標の達成度合 
A・・90％以上 
B・・70％以上 
C・・50％以上 
D・・50％未満 

平成２８年度の取組みからみえる課題について 
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各地域包括支援センターの課題のまとめ 

課題 

小牧 
・効果測定を行うことを活動計画の内容に並行して盛り込まなければならない。福祉に関心のある人は、社協だより全体を把握されるが、なかな
か目を通す人を急に増やすことは難しい。何を見て、包括や包括の主催活動に来館されたかを確認し、より効果的な啓発方法を検討する必要が
ある。 

味岡 

・大垣共立銀行での相談会は、知名度や相談ブース等の問題から相談者数は０である。今後銀行とも相談を行い、相談会の啓発や工夫を行っていく

必要がある。 
・地域包括の認識は少しずつ持ってもらっているように感じるが、地域との関わりが薄い方や介護に無関心（必要のない）な方にはまだまだ認識
としては薄いように感じるため、こちらからの発信を行う必要がある。 

篠岡 ・関係づくりのための効果はあったが、各地区への地域包括支援センター職員の貼り付けは困難である。対象者の絞り込みが必要。 

北里 
・小針の郷での相談数が少ない為、相談のしやすい工夫が必要である。 
・他に相談会等を開催していないので、出張相談の機会を他の場所でも実施できるように、取り組む。 

 
 
②実態把握・ネットワーク構築 
 
 事業計画 取組み及び成果 H28評価（案） H27評価結果  

小
牧 

・民生委員・児童委員連

絡協議会やボランテ

ィアが集まる会合に

て、平成 27 年度に開

催した南部、中部、

西部の地域支えあい

会議の内容を報告

し、その報告をきっ

かけに、民生委員等

の地区の関係者から

高齢者に関する相談

が入りやすい関係づ

くりを行う。 
・高齢者に関わるさま

ざまな機関を対象
に、地域包括支援セ
ンターの機能を理解
していただく機会を
設け、高齢者の異変
に早期に対応できる
ようにする。 

【取組み】 
・南部、中部、西部の地区民協に出席し、信頼関係の構築に努めた。 
・地区の健康展への参加や、希望があったサロンへ出向き出前講座を行った。 

【成果】 

・民協は、各圏域全てに定期的に参加することはできなかったが、連携が図りやすい関係作り

ができた。また、集まる機会の中で話題に上がった事例について、早期に訪問することによ

り適切な支援に繋がった。 
・集まる場に包括が参加することで、ご自分の地区以外の出来事を聞く機会として、様々な
対応方法があること等を知っていただけた。 

・地域に出向くことで情報が得やすい関係づくりができた、 

B 
地域に踏込ん
だ活動によ
り、地域住民
と関係を築
き、迅速な対
応に繋げるこ
とができてい
る。 

B 
 

味
岡 

・区長会、民生委員・児

童委員連絡協議会、

ふれあい・いきいき

サロンなどの機会を

捉え、顔の見える関

係づくりを行う。 

【取組み】 
・地区民協に 6回参加。 

・サロン 13カ所に計 43回参加。 
【成果】 

 ・地区民協には、H27 年度より参加さていただいているが、民生委員の個別訪問の工夫や心配

ごと等を把握し、一緒に考える機会を持つことができている。 

・サロンでは、参加者より直接相談に行くまでではないが、少し気になるなど、些細なことで

も相談して良いものかなど雑談の中で、地域包括支援センターが「身近な相談窓口」として

のＰＲに繋がっている。また、予防講話や健康体操の内容についても相談しやすくなってい

る。 

B 
地域に踏込ん
だ活動によ
り、地域住民
と信頼関係を
築くことがで
きている。 

B 
 

篠
岡 

・生活実態の見えにくい

集合住宅に対して、サ

ロンを利用して定期的

に参加者と接点を持つ

ことで、個別の情報か

らいち早く困り事にア

プローチする。 

・民生委員・児童委員連

絡協議会後の勉強会

を継続することによ

って、さらに関係強

化を図り、実際の個

別支援について連絡

を取り合えるよう働

きかける。 

【取組み】 

・民生委員・児童委員連絡協議会後に勉強会を６回実施した（毎回約４０名が参加）。 
【成果】 

・サロン利用者から、閉じこもり傾向である住民の情報提供を受けて個別訪問することができ

た。 

・民生委員からの同行訪問の依頼があり実施できた。 
・既存の勉強会参加者同士（民生・ボラ）が活動を開始するに至った。 

A 
地域に踏込ん
だ活動によ
り、地域住民
と信頼関係を
築くことがで
き、迅速な対
応に繋がって
いる。 

A 
 

北
里 

・民生委員・児童委員連

絡協議会、ふれあ

い・いきいきサロン

などの機会を捉え、

顔の見える関係づく

りを行う。 

【取組み】 

・民生委員・児童委員連絡協議会にて勉強会や、地域包括支援センターとの連携について意見

交換会を年２回開催。 
・ふれあい・いきいきサロンは、定期的に参加するとともに、介護予防、認知症予防の講座
を開催した。 

【成果】 
 ・勉強会を通して、顔の見える関係づくりができ、情報交換を行うことができた。また、今

後も継続してほしいというお声をいただくことができた。 

B 
地域の活動に
も参加をし、
顔の見える関
係を構築する
ことができて
いる。 

B 
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各地域包括支援センターの課題のまとめ 

課題 

小牧 
・今後は、各圏域で毎月行われる民協に包括が毎回出席することで、関係作りを重ねていきたい。 
・介護保険事業所等については、あまり出向くことができず、関係作りが及ばなかった。包括から各事業所に足を運ぶよう、もしくは各事業所と
集える機会が設けられるよう、努力していきたい。 

味岡 

・地域特性や実状を把握するために、引き続き顔のみえる関係を作っていく必要がある。 
・約半数の民生委員が変わり、新たな地域特性を知ることができるが、任期を終えた方の役割・活躍の場に繋がっていない。 
・民生委員としてどこまで個人に関わるのか不安に思っている方が多い。その為、個々に繋がりながら地域に関心を持ち、一緒に考えていく事が
必要である。 

篠岡 
・各民生委員により連携の意識に差があり、協力要請に工夫が必要である。 
・勉強会への新規の参加者が少ない。 

北里 
・地域の方にとっては、個人や家族の問題であり、地域課題としてとらえていくことが難しい。連携を取りネットワークの構築と理解を広げてい
くことが必要。 

 
 
 

課題に対する今後の方向性 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各包括の様々な周知により、相談件数は増加しているが、平成 28 年度に実施した高齢者保健福祉計画策定に係る調査では、包括の認知度は
まだまだ低い。より身近な場所での相談会の開催など、より効果的な方法について検討するとともに、適切な支援に繋がったかどうか検証する
必要があると考える。 

ネットワーク構築については、地域のキーパーソンとなる民生委員、区の役員との信頼関係は、年々厚いものとなってきているものの、民生
委員・児童委員の改選に伴う交代等もあるため、継続的な関係づくりが必要である。 
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（２）権利擁護事業  

 高齢者が、地域において安心して尊厳のある生活ができるように、専門性に基づき高齢者虐待の防止や消費生活被害等権利擁護に関する相談や支援を行う。

また、財産の管理や日常生活上の契約などに対して、不安を抱えている方へ、必要に応じて成年後見制度の活用に向けた支援をする。 

 
 
 
 
①高齢者虐待への対応・消費者被害への対応 
 

 事業計画 取組み及び成果 H28評価（案） H27評価結果  

全
域 

  

【取組み】 
・11月の寿学園において、権利擁護業務の担当者が中心となって高齢者虐待防止についての寸
劇を交えながら啓発を行った。 

 

 

小
牧 

・被害に遭われた方の特
性を確認し、区長や民
生委員等の地区関係者
へ“留意していただき
たい対象者像”を周知
して、被害に遭わない
ための啓発を行う。 

 
 
 
 
 
 
【取組み】 
・地域支えあい会議を通して、警察の方から消費者被害の傾向や対策を直接お聞きする機会を
設け、啓発活動を行った。 

【成果】 

・今年度、虐待ケースとして挙がっていたケースについては、全てのケースについて大方終結

を迎えることができた。経過観察から、変化が生じた時には、再度迅速に対応していきた

い。 
・地域支えあい会議でお聞きしたことを、各地区や担当部署に持ち帰り、啓発につなげるこ
とができた。 

 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

虐待相談件数（件） ４４ ３４ ４４ 

消費者被害相談件数 
（件） 

２ １４ ４ 

B 
相談があった
案件につい
て、適切に対
応することが
できている。 

B 
 

味
岡 

・市民向けの講演会や講
話・勉強会を通して、
虐待防止や消費者被害
防止等のための啓発活
動を行う。 

 
 
 
 
 
 
【取組み】 

・寿学園において、市民向けに虐待防止講話を１回開催。 

 ※市内包括合同開催。 

・施設職員向けに虐待防止勉強会を８回開催（参加者数計 78 名）。市民向けとは視点は違う

が、「当事者になるかもしれない」という意識付けができるような内容で実施。 

・市民向けに消費者被害防止講話を１回開催（参加者数計 23名）。 

・野口の郷において、消費者被害防止予防講話を１回開催（参加者数計 19名）。 
【成果】 

・消費者被害については、当事者意識がないと興味を持っていただきにくい内容となっている

ため、一部分でも参加型で講話を行うことで意識付けのきっかけが出来た。 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

虐待相談件数（件） １５ ３３ ９７ 

消費者被害相談件数
（件） 

２ ２ ０ 
B 

独自に講座を
開催し、権利
擁護事業を啓
発できてい
る。 
虐待の相談件
数が増えてい
る中、適切な
対応すること
ができてい
る。 

B 
 

篠
岡 

・地域のケアマネ、サー

ビス事業所を対象に高

齢者虐待についての勉

強会を実施する。 
・圏域の住民対象にチラ
シ配布による詐欺被害
防止のための啓発活動
を行う。 

 
 
 
 
 
 
【取組み】 
・虐待の防止に関する取組みとして、居宅ケアマネ対象に「躊躇なく通報できる関係をつく
る」目的で事例検討会を実施した。 

【成果】 
・グループワークを通じて共感、理解を得ることができたと考えている。 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

虐待相談件数（件） １０８ ２１ ８ 

消費者被害相談件数 
（件） 

０ ２ １ 

B 
地域住民だけ
でなく、居宅
のケアマネに
対しても勉強
会を行い、虐
待防止の啓発
に努めてい
る。 

B 
 

北
里 

・市民向けに講演会を行
い、虐待防止や消費者
被害防止又は成年後見
制度利用のための啓発
活動を行う。 

 
 
 
 
 
 
【取組み】 

・１１月の寿学園で、権利擁護部会のメンバーが中心となり、高齢者虐待防止についての寸劇

を行い啓発につなげた。 

※市内地域包括支援センター合同。 

・消費者被害防止、成年後見制度について、包括だよりや老人会にて啓発を図った。 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

虐待相談件数（件） ３ １９ ４２ 

消費者被害相談件数 
（件） 

２ １ ２ 

B 
消費者被害防
止、成年後見
制度について
は、独自の定
期刊行を活用
し、啓発に努
めている。 

B 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

目標の達成度合 
A・・90％以上 
B・・70％以上 
C・・50％以上 
D・・50％未満 
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各地域包括支援センターの課題のまとめ 

課題 

小牧 
・実践的な啓発を行った方が、より発見の機会を増やし被害を未然に防ぐことができるのではないかと考える。被害の種類別に、小さな単位で啓
発できるように工夫していきたい。 

味岡 
・小牧市は消費者被害件数が多いが「消費者被害防止」「虐待防止」についての興味関心を持っている方、当事者意識を持っている方が少ないた
め講話依頼が少ない。地域性をみながらこちらからの声かけや、関心を持っていただけるような働きかけが必要である。地域だけではなく自分
の問題として、捉えていただくことが重要だと考える。 

篠岡 
・他にも小規模の勉強会を実施して欲しいとの声が聞かれたので企画調整する。 
・以前はマイナンバー、劇場型詐欺被害防止などチラシ配布による啓発を実施していたが、十分な啓発が行えていない。 

北里 
・年１回以上は、北里圏域においていずれかのテーマで講演会を実施し、より身近なところでの啓発活動が重要である。 
・成年後見制度についての理解を広げる活動について検討する。 

 
 

課題に対する今後の方向性 
 
 
 
 
 
 
 

  

虐待や消費者被害など権利擁護に関する相談は一部包括を除き年々増えている。虐待については、施設における虐待の疑いに関する相談の増
加も懸念されてきていることから、地域住民だけでなく、介護サービス事業者に対する啓発活動も必要である。 
また、平成 30 年度には市内に「権利擁護センター」が設置されることから、業務内容について整理を行い、関係機関と連携を図りながら支

援を行う必要がある。 
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（３）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業  

 高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるように、一人ひとりの心身の状態に合わせた適切なサービスが提供されるように、介護支援専門員へ

の支援や助言を行う。また、主治医と介護支援専門員、その他の様々な職種、地域の関係機関等との連携を図り、包括的・継続的なケア体制の構築を図る。 

 
 
 
 
 
①包括的・継続的ケアマネジメント実施事業・介護支援専門員に対する支援 
 

 事業計画 取組み及び成果 H28評価（案） H27評価結果  

全
域 

  

【取組み】 
 ・四者連絡会（市・包括・ケアマネの団体・介護保険サービス事業者連絡会）を２回実施し、現状

の各々の情報を共有した。 
 ・居宅介護支援事業所のケアマネジャーを対象に介護予防プラン研修会を実施した（６５名参

加）。 

 

 

小
牧 

・四者連絡会におい

て、各団体と調整を

行うことで、介護支

援専門員を支援して

いく。 
・個別ケア会議の開催

の促進を図るため
に、介護支援専門員
との意見交換の機会
を各圏域において年
１回ずつを目標に設
ける。 

 
 
 
 
【取組み】 
・6月、7月、8月と各圏域（南部、中部、西部）において、「個別ケア会議」の研修会を開
催した。 

【成果】 
・個別ケア会議の研修会を通して、成功例や地域の課題から活動に広がった事例等をケアマネ
ジャーを中心に紹介することができた。また、参加したケアマネジャーと共に事例を検討し
『地域への支援』という意識と必要性を広めることができた。 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 
介護支援専門員 
からの相談数（件） 

９２ １３９ １５２ 

B 
独自の個別ケ
ア会議の勉強
会を通して、
具体的な支援
方法を一緒に
検討すること
が で き て い
る。また、ケ
アマネジャー
からの相談件
数も増えてい
ることから、
関係を築くこ
とができてい
ると考える。 

B 
 

味
岡 

・圏域における医療機

関や事業所等の情報

を整理する。 
・地域の居宅介護事業

所への訪問や介護支
援専門員との事例検
討会及び意見交換会
を開催し、互いに顔
の見える関係づくり
を行う。 

 
 
 
 
【取組み】 

・医療機関や事業所等の情報を整理し、冊子の発行ができるよう会議に参加した。 

・地域の居宅介護事業所の事例検討会(4 回)に参加し、ケースの振り返り、意見交換等を行い介

護支援専門員の資質向上を行うことができた。 
【成果】 
・事例検討会の中で、包括へ相談がしにくい、行きにくい等の生の声を聞くことができるなじ
みの関係性ができ、相談を受けることも増えている。 

・事例検討会参加の継続により、29年度味岡地区事例検討会の開催に繋がった。 
 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 
介護支援専門員 
からの相談数（件） 

１３９ １２１ ２７２ 

A 
介護支援専門
員からの相談
件数が増えて
おり、事例検
討会に参加す
ることで一定
の効果があっ
た と 考 え ら
れ、相談しや
すい環境づく
りにつなげて
いる。 

B 
 

篠
岡 

・ケアマネジャー対象

に、包括主催による

地域ケア会議や在宅

医療・わた史ノート

関連の勉強会を実施

する。 
・事業所の個別訪問を
通じて、個別ケア会
議への事例提供の依
頼を行い、普及を促
進する。 

 

 

 

 
【取組み】 

・居宅のケアマネジャー対象に勉強会を実施。 
【成果】 

・わた史ノートとエンディングノートとの違いについて理解を得ることできた。 
・事業所を巡回する中で困難ケースの話も聞けて、関係づくりができて個別ケア会議の事例を
提供してもらえることがあった。 

 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 
介護支援専門員 
からの相談数（件） 

２９ ９８ ７４ 

C 
独自の勉強会
など、居宅ケ
アマネジャー
と交流をする
場を設け、関
係構築につな
げることがで
きているが、
平成 27 年度
に比べ、介護
支援専門員か
らの相談件数
は減少してい
る。 

B 
 

北
里 

・圏域における医療機

関や事業所等の情報

を整理する。 

・地域の居宅介護事業

所への個別訪問や介

護支援専門員との事

例検討会及び意見交

換会を年１回開催

し、互いに顔の見え

る関係づくりを行

う。 
・圏域内高齢者のプラ
ンを担当している介
護支援専門員に対
し、アンケート等を
行い、日々の業務に
関して抱えている問
題等に対し、年１回
情報交換等により相
互に支え合う場を作
る。 

 

 

 

 
【取組み】 

・個別のケースについては、ケアマネジャーからの相談に対して連携を取り、支援をした。 

 ・相談があったケースなどにも積極的にサービス担当者会議に出席した。 

※２８年度は、意見交換会及び事例検討会を実施できず。 
【成果】 

 ・居宅介護支援事業所より個別で相談がくるようになった。 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 
介護支援専門員 
からの相談数（件） 

４４ １４６ １７１ 

C 
サービス担当
者会議をきっ
かけに、居宅
介護支援事業
所と積極的に
連携をし、関
係者と良好な
関係を築くこ
とができてい
るが、事業計
画に位置づけ
ていた取組み
を実施するこ
とができてい
ない。 

B 
 

目標の達成度合 
A・・90％以上 
B・・70％以上 
C・・50％以上 
D・・50％未満 
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各地域包括支援センターの課題のまとめ 

課題 

小牧 

・個別ケア会議の開催について、居宅介護支援事業所からは一方的に「該当するケース」を提出させられるといったニュアンスを与えてしまった経

緯があり、四者連絡会では、十分な相互の理解を図ることができなかった。 

・要支援の方でも要介護の方でも、支援が困難な場合には気軽に声をかけていただけるような関係作りの構築が必要である。 
・包括に対して、相談しにくい雰囲気や返答の仕方等、配慮や改善等を行って、居宅介護支援事業所にとって、包括が身近な存在となるようにし
なければならない。 

味岡 
・個別のケースを通して医療機関と関わることはあるが、時間を取っていただくことが難しい。在宅医療サポートセンターと連携を図り整理してい

くことが必要だと感じた。 
・事例検討会を継続的に行い、話しやすいなじみの関係ができてきているが、どの職員にでも相談ができる関係までにはまだ至っていない。 

篠岡 
・個別地域ケア会議の実施にあたり、事例提供依頼のための巡回訪問は当面見合わせとなったため、促進ができていない。 
・介護保険関係者だけではなく地域の関係者とのつながりの中で開催を調整する必要があると感じた。 

北里 
・地域課題について共通理解をはかると共に連携を深める事を目的とし、年１回以上は事例検討会・意見交換会の開催が必要だと感じた。 
・お互いに顔の見える関係をつくり、連携して支援するため、個別のケースの支援は、ケアマネジャーからの相談に対しては迅速に対応してい
く。また、訪問やサービス担当者会議等にも依頼がある時は、出席をしていく。 

 
 
 

課題に対する今後の方向性 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

要介護・要支援者の増加に伴い、困難事例も増加し、居宅介護支援事業所の負担も大きくなっている状況である。包括的なケア体制を構築す
る上で、ケアマネジャーは重要な役割を担うことから、より一層の支援が必要だと考える。 
 味岡地域包括支援センターで実施している居宅介護支援事業所との事例検討会は、小規模での開催で、相談しやすい環境でケアマネジャーを
支援できており、ケアマネジャーとの良好な関係性が構築できていることから、他の包括でも情報を共有し、より効果的な支援ができるような
取組みに期待する。 
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（４）介護予防ケアマネジメント事業  

 高齢者が住み慣れた地域で、家族以外の人と交流を持ちながら、豊かな気持ちで生活できるよう、本人ができることはできる限り本人が行うことを基本と

しつつ、高齢者の主体的な活動により生活の質の向上を高めることを目指す。 

 
 
 

①二次予防事業・介護予防に関する啓発 
 

 事業計画 取組み及び成果 H28評価（案） H27評価結果  

全
域 

 

 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

対象者（人） ５，１９７ ３，５７０ ３，５７１ 

訪問対象者（人） １，７４０ ９８５ ８４６ 

教室参加者（人） １２９ １５３ １４２ 

教室参加者数 
前年度比較（人） 

＋５ 
（１０４％） 

＋２４ 
（１１９％） 

－１１ 
（９３％） 

  

小
牧 

・地区の集まりの機会を
捉え、25 項目の基本チ
ェックリストを実施
し、介護予防の考えを
広めていく。 

 
【取組み】 
・健康展等の地区の集まりに出向き、基本チェックリストを実施した。また、総合相談に
おいて、日常的に身体機能が低下傾向の方（運動機能含む）に活用した。 

・健康展を延べ１０回開催（延べ２３７人参加）。 
・介護予防教室を延べ１９回開催（延べ３３８人参加）。 

【成果】 
・介護予防に関する啓発活動を通して、健康づくりの意識が高まったと考える。 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

対象者（人） ２，０９７ １，４７５ １，４３７ 

訪問対象者（人） ７３２ ４７５ ２７１ 

教室参加者（人） ４９ ６５ ６２ 

教室参加者数 
前年度比較（人） 

－７ 
（８８％） 

＋１６ 
（１３３％） 

－３ 
（９５％） 

A 
二次予防事業
における教室
参加者の人数
は平成 27 年
度に比べ減少
しているが、
多くの方が独
自の介護予防
の講座に参加
しており、ま
た、より身近
な地域に出向
いた講座を開
催 す る こ と
で、効果的な
介護予防の啓
発が行えてい
ると考える。 

A 
 

味
岡 

・老人クラブ定例会、ふ

れあい・いきいきサロ

ン活動に出向き、介護

や認知症の予防に関す

る講話や説明を行う。 
・運動、交流の場の拠点

作りの構築、拡大に努
める。 

 
【取組み】 

・野口の郷において、予防講話を６回実施（参加者計 171名）。 

・サロン等において、健康講話を６回実施（参加者計 157名）。 
【成果】 
・野口の郷での予防講話については、２か月に１回担当し実施しているため、定期的な講
話の機会として位置づけることができている。 

・サロンにおいては包括がサロン活動へ参加することで、顔の見える関係の構築につなが
り講話の依頼が増えた。また、利用者・参加者の多くが健康意識の高い方たちであるた
め、講話を実施することにより、健康についての意識づけがより高まりつつある。 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

対象者（人） １，１９８ ８３７ ８６２ 

訪問対象者（人） ３８９ ２６３ ２３６ 

教室参加者（人） ３５ ２８ ３４ 

教室参加者数 
前年度比較（人） 

＋１３ 
 

－７ 
（８０％） 

＋６ 
（１２１％） 

B 
地域に踏込ん
だ介護予防の
啓発が行えて
いる。また、
ただ介護予防
の啓発活動を
行うだけでな
く、ネットワ
ークの構築に
も繋がってい
る。 

B 
 

篠
岡 

・老人福祉センター、老
人クラブの活動、サロ
ン、区の３あい事業等
に参加して、介護や認
知症の予防に関する講
話を行う。 

 
【取組み】 

・老人福祉センター、老人クラブの活動、サロン、区の３あい事業において、予防に関する

講話等を実施した（延べ１４回、３３５人が参加）。 

・コグニサイズなどと組み合わせることにより楽しくなるよう工夫した。 
【成果】 
・顔の見える相談しやすい関係づくりに一定の効果あった。 
 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

対象者（人） １，０６３ ６８６ ６９５ 

訪問対象者（人） ３３９ ２１９ １２１ 

教室参加者（人） ２９ ２５ １４ 

教室参加者数 
前年度比較（人） 

＋８ 
（１３８％） 

－４ 
（８６％） 

－１１ 
（５６％） 

B 
地域に踏込ん
で、内容も工
夫をしながら
活動をするこ
とができてい
る。 

B 
 

北
里 

・老人クラブ定例会、ふ

れあい・いきいきサロ

ン活動に出向き、介護

や認知症の予防に関す

る講話や説明を行う。 
・運動、交流の場の拠点
作りの構築、拡大に努
める。 

 
【取組み】 
・老人クラブ、サロンに参加し、介護予防や認知症予防の講話等行った（延べ１８回、４
７８人参加）。 

【成果】 
 ・顔の見える関係を築くことができ、講話の依頼などで声をかけてもらえるようになっ

た。 
 ・講話を通して、地域住民の介護予防に対する意識が高まったと感じた。 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

対象者（人） ８３９ ５７２ ５７７ 

訪問対象者（人） ２８０ １７９ ２１８ 

教室参加者（人） １６ ２８ ３２ 

教室参加者数 
前年度比較（人） 

－９ 
（６４％） 

＋１２ 
（１７５％） 

＋４ 
（１１４％） 

B 
地域に踏込ん
で密着した活
動をすること
が で き て い
る。 

A 
 

 

目標の達成度合 
A・・90％以上 
B・・70％以上 
C・・50％以上 
D・・50％未満 



9 

 

 
 
 

各地域包括支援センターの課題のまとめ 
 

課題 

小牧 ・基本チェックリストについて、団体での活用は行ってきたが、更に実施回数を増やしていけたらと考える。 

味岡 

・サロン活動への参加を通して包括の役割を知って頂くことを継続しなければならない。また、地域の集まりや役員の方たちとのつながりの中で、

介護予防の必要性について啓発していく必要がある。 

・介護予防の啓発と共に、自主活動・人材育成へつながるようにサポートする役割を担う必要がある。 
・地域特性を捉え必要な地域へ「集まりの場」が構築できるよう、地域の声を拾い上げていく必要がある。 

篠岡 ・元気な高齢者の活躍の場への参加について、意欲を高める内容の工夫が必要である。 

北里 
・圏域内でも関わりの少ない老人会もあるため、２９年度も出来るだけ多くの老人クラブ、サロンに参加し、介護予防に関する啓発を行う。 

・ゆうあいで行われる健康講座に、講師として参加し、介護予防や認知症予防の啓発を図る。 

 

課題に対する今後の方向性 
 
 
 
 
 
 

  

各包括において、身近な場所での介護予防の啓発活動に努めている。平成 29 年度より総合事業が始まったことから、介護予防事業について
は、整理をする必要があると考えるが、効果的な活動については、引き続き実施していく。 
また、介護予防教室等を通して健康づくりに興味を持った方が活躍できる場や自主活動につながるような支援についても検討していきたい。 

 今後は、集う場での働きかけだけではなく、訪問をより意識していくことが必要であり、介護予防においても今まで以上に地域に出向いてい

く訪問活動に期待したい。 
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（５）認知症地域支援推進員の実施事業  

 認知症になっても住み慣れた地域で生活を継続するために、認知症の容態に応じ、全ての期間を通じて必要な医療・介護及び生活支援を行うサービス機関

が有機的に連携したネットワークを形成し、認知症の人への効果的な支援体制を構築するとともに、認知症ケアの向上を図るための取組みを推進する。 

 
 
 
 

①地域での取組みの促進 
 

 事業計画 取組み及び成果 H28評価（案） 

小
牧 

・認知症に関する住民主体の
取組みが促進されるよう、
認知症サポーター養成講座
の受講者等が活躍できる場
を検討する。 

 

 

 

 

 

【取組み】 

・認知症サポーター養成講座の受講生の方に、ステップアップ講座を開催した。 
・その方々に、地域の福祉活動に参加いただけるよう登録のお願いをした。 

【成果】 
 ・ステップアップ講座を受講した方が、認知症カフェの立ち上げに向けた活動につながった。 

 ２７年度 ２８年度 
認知症サポーター養成講座 
開催回数（回） 

２１ １０ 

認知症サポーター養成講座
受講者数（人） 

６８４ ３２９ 

B 
地域に入って
活動し、幅広
い世代に認知
症に関する知
識を広めるこ
とができてい
る。 

味
岡 

・地域住民や企業、小中学校

等幅広い年齢層へ積極的に

働きかけ、認知症サポータ

ー養成講座や認知症予防に

関する講座の開催、啓発に

努める。 
・認知症に関する住民主体の

取組みが促進されるよう、
認知症サポーター養成講座
の受講者等が活躍できる場
を検討する。 

 
 
 
 
 
 
【取組み】 
・市民向けや、小中学校向け等に認知症サポーター養成講座を開催した。 
・認知症予防講座等を１１回開催（２４１名参加）。小・中学校での認知症サポーター養成講座は、年

代に合わせ、かつ学校からの要望（災害時、学校が避難所となった際を想定した対応内容を話して欲

しい）をもとに講座内容を構成し実施した。 

 ・ステップアップ講座を１回（１クール３回）開催（延べ 103名参加）。 

  ※市内包括合同開催。 

・ステップアップ講座受講後の意見交換会を１回開催（５名参加）。 
【成果】 

 ・前述の大垣共立銀行では認知症サポーター養成講座から相談会に繋げることが出来た。 

 ・サロンや老人会などで実施した認知症予防ゲームは、楽しんで頂きながら予防の大切さを学んで頂く

ことが出来た。 

 ・意見交換会を開催し、活躍できる場（認知症カフェ・サロン・介護者の交流会）の創設等に繋げるこ

とが出来た。 

 ２７年度 ２８年度 
認知症サポーター養成講座 
開催回数（回） 

９ １０ 

認知症サポーター養成講座
受講者数（人） 

６８５ ８４６ B 
地域に入って
活動し、幅広
い世代に認知
症に関する知
識を広めるこ
とができてい
る。 
また、独自に
認知症予防の
取組みを実施
し、啓発活動
が で き て い
る。 

篠
岡 

・認知症サポーター養成講座

の参加により、すでに受講

した方のステップアップの

活動を促す。 
・大型商業施設で見守りネッ

トワークのＰＲと協力員募
集についての活動を２回実
施する。 

 
 
 
 
 
 
【取組み】 
・大型商業施設で見守りネットワークのＰＲ活動を２回実施し、延べ１４９名の地域住民にＰＲする
ことができた。 

・市民向けや、小中学校向け等に認知症サポーター養成講座を開催した。 
【成果】 

・認知症サポーターをステップアップ講座の参加につなげ、圏域内での認知症カフェ立ち上げに向けた

具体的な研究会の活動が始まった。 

 ２７年度 ２８年度 
認知症サポーター養成講座 
開催回数（回） 

１６ １６ 

認知症サポーター養成講座
受講者数（人） 

９９７ ６６８ 

B 
地域に入って
活動し、幅広
い世代に認知
症に関する知
識を広めるこ
とができてい
る。 
また、認知症
サポーターが
今後の活動に
つながるよう
な取組みがで
きている。 

北
里 

・認知症に関する住民主体の

取組みが促進されるよう、

認知症サポーター養成講座

の受講者等が活躍できる場

を検討する。 

・地域住民の他、小中学校等

幅広い年齢層へ積極的に働

きかけ、認知症サポーター

養成講座や認知症予防に関

する講座を開催し、啓発に

努める。 

 
 
 
 
 
 
【取組み】 

・市民向けの認知症サポーター養成講座を２回開催、約９０名の方が受講。 

・受講者に対し、認知症家族交流会等にボランティアとして参加を案内。 

・小木小学校６年生、北里小学校４年生、北里中学校２年生に認知症サポーター養成講座を開催（約３

００名が受講）。 

 ２７年度 ２８年度 
認知症サポーター養成講座 
開催回数（回） 

７ ６ 

認知症サポーター養成講座
受講者数（人） 

２８６ ３８１ 

B 
地域に入って
活動し、幅広
い世代に認知
症に関する知
識を広めるこ
とができてい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新事業 

目標の達成度合 
A・・90％以上 
B・・70％以上 
C・・50％以上 
D・・50％未満 

※共催分について
は、人数を按分。 

※共催分について
は、人数を按分。 

※共催分について
は、人数を按分。 

※共催分について
は、人数を按分。 
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各地域包括支援センターの課題のまとめ 
 

課題 

小牧 
・実際に、小牧圏域と西部圏域の方で地域の福祉活動につながった方は 4名あった。もっと多くの方が福祉活動に参加していただけるように工夫
を考えなければならない。 

味岡 
・認知症サポーター養成講座を開催し、認知症を正しく知って頂くよう啓発を継続していく必要がある。 
・認知症サポーター養成講座の受講者等が活躍できる場として、認知症カフェの創設や介護者の交流会などの自主化を促していく。 

篠岡 

・実際に活動していく地域の特性に合わせたステップアップ講座の企画が必要である。 

・見守りネットワークについては「登録はしていないが知っている」という声を多く聞くため、協力員の登録がしやすくなるような工夫を考えなけ

ればならない。 

北里 ・認知症サポーター養成講座受講者の活躍できる場の創設が必要。 

 

 

②情報交換や交流の場の提供 

 事業計画 取組み及び成果 H28評価（案） 

小
牧 

・家族交流会を行う。また、

参加しやすい場となる企画

を検討する（年６回）。 
・認知症カフェの実施に向け

た検討・調整を行う。 

【取組み】 

・家族交流会を６回開催した。 
【成果】 

・認知症カフェ開催に向けて、認知症サポーターステップアップ講座修了者でカフェの立ち上げに参加い

ただける方が６名いた。 

B 
家族交流会を
通して、次の
活動に繋がる
ような支援が
できている。 

味
岡 

・介護者の座談会を行う。ま
た、参加しやすい場となる
企画、自主化に向けた取組
みを検討する。 

【取組み】 

・介護者の交流会を４回開催（延べ 31名参加）。 
【成果】 

・継続しての参加は得られなかったが、参加者同士での交流が図られ、仲間を作る機会に繋がった。 

 

B 
定期的な交流
会を開催し、
情報交換がで
きる場を提供
することがで
きている。 

篠
岡 

・家族交流会を定期的に行
い、相談しやすい関係を構
築する。 

【取組み】 
・家族介護だけでは難しいという気づきを持った区長や民生委員、ボランティアが家族交流会に参加してい

る現状があり、１０月以降は毎月の開催とし、さまざまな曜日・時間帯で調整した。 
・プチ勉強会のテーマに応じて専門職に参加を依頼した。 

【成果】 
・ニーズに合わせて、家族交流会を開催することで、「参加しやすい」といった意見をいただくことがで
きた。 

B 
地域のニーズ
に合わせて、
工夫をした支
援をすること
が で き て い
る。 

北
里 

・家族交流会を行う。また、

参加しやすい場となる企画

を検討し、自主化に向けた

取組みを検討する。 

・交流会で定期的に外出企画

を実施し、認知症の人や家

族がともに出かけられる場

として、サロンや集いの場

の啓発を行う。 

【取組み】 

・毎月１回の認知症家族交流会は、ご家族の情報交換やリフレッシュだけでなく、ご本人も一緒に参加

できる機会として開催（延べご家族４３名、ご本人２５名が参加）。 

・６月に認知症家族交流会の企画で、ご本人とご家族一緒に出掛けられる機会として、昭和村、太田宿

への日帰り旅行を実施（２１名参加）。 
【成果】 
 ・家族の方だけでなく、本人にも参加してもらえるように体制を整えたことで、より多くの方に参加

していただけた。 

A 
家族だけでな
く、本人にも
参加してもら
えるように工
夫 を し て い
る。また、参
加者の声を反
映した企画を
実施したレス
パイトケアが
行 わ れ て い
る。 

 
 
 

各地域包括支援センターの課題のまとめ 
 

課題 

小牧 ・認知症カフェの立ち上げにあたり、ボランティアの人数が増えるような工夫が必要である。 

味岡 
・毎回初参加者ばかりで継続しての参加はなかった。その為自主化に向けた取組みが不十分であり、継続参加して頂けるよう企画、啓発すると共
に参加者内のキーパーソンとなる人材の発見、連携が必要（キーパーソンとなる人材についてはステップアップ講座受講者で検討中）。 

篠岡 ・認知症カフェに家族交流会の機能をどのようにして組み込むか。家族の参加が少ない現状では機能として組み込むことは難しいと感じている。 

北里 ・ご家族への精神的な支援のため、認知症家族交流会の地域へのさらなる周知を行い、参加につなげていきたい。 

 
 

課題に対する今後の方向性 
 
 
 
 
 
 
 
 

認知症ケア体制を強化するため、平成 28年度より各包括に認知症地域支援推進員を配置した。 
認知症サポーター養成講座は継続的に開催できているが、その後、受講者が活躍できるような支援や場所を創設する必要がある。 
また、認知症カフェは、認知症の人やその家族が交流できる場となることから、認知症カフェの立ち上げにつながる支援を期待したい。 
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（６）各地域包括支援センターの独自の重点取組み事項  

 
 
 
 
 
 

 事業計画 取組み及び成果 H28評価（案） 

共
通
事
項 

 

                                         

 
 

 地域支えあい 

会議(回) 

個別地域ケア 

会議(回) 

教室、出前 

講座等(回) 

介護予防ﾌﾟﾗﾝ 

作成延べ 

件数(直接) 

介護予防ﾌﾟﾗﾝ 

作成延べ 

件数(委託) 

介護予防ﾌﾟﾗﾝ 

作成委託率 

(％) 

小牧 14 10 32 858 5,331 86.1 

味岡 3 11 42 1,335 1,765 56.6 

篠岡 3 18 27 1,566 1,907 55 

北里 3 7 32 659 1,516 69.7 

計 23 46 133 4,418  10,519 (平均)66.9 

 

小
牧 

・当センターが受講料の一部

を助成して、一般市民に対

し、“あいち介護予防リー

ダー講座”（あいち介護予

防センター主催）の受講を

促進する（目標受講者数１

０人）。 

・あいち介護予防リーダーが

主体となって、小地区で定

期的に介護予防教室を開催

し、地区の人自らが介護予

防を推進する拠点づくりに

取り組む。 
・あいち介護予防リーダー同

士が情報を交換でき、活動
のモチベーションを維持で
きるように、ボランティア
グループ等の組織化を目指
す。 

【取組み】 
・レクリエーションの学びの講座として、あいち介護予防リーダー講座に 10 名程が参加。受講料の
一部を助成した。 

【成果】 
・講座を受講したことによって、リーダーとしての意欲向上ができたと思われる。 

A 
あいち介護予防
リーダー養成講
座の受講生が中
心となって、介
護予防教室を開
催することがで
きており、自主
活動にも繋がっ
ている。 

味
岡 

・味岡地区の医療・介護・福

祉の交流会を開催する（年

１回）。 
・元気な高齢者や軽度認知症

高齢者向けに、認知症プロ
グラムの説明会を実施し、
プログラム参加や自主活動
に向けた活動支援をする。 

【取組み】 

・味岡地区事業所交流会を開催し、徘徊防止靴ステッカー、移動販売、移動支援、岩崎県住見守り体

制についてグループワークにて意見交換実施した（４２名参加）。 

・地域を小学校区で地区割りし、担当職員を決め担当地区の状況・特徴が明確になるようにしてい

る。 

・担当地区の職員が圏域に 14 カ所あるふれあい・いきいきサロンに利用者と同じ立場で参加し、地域

の状況把握、相談がしやすい環境の提供等に努めた。 

【成果】 

 ・徘徊防止靴ステッカーと県住見守り体制については、形となるよう具体的な動きにつながってい

る。 

・自主活動のきっかけづくりとして認知症予防ゲームや予防講話の依頼が増加した。 

A 
味岡圏域の居宅
介護支援事業所
との交流会を通
して、様々な取
組みについて検
討がされている
とともに、関係
機関と信頼関係
の構築に努めて
いる。 

篠
岡 

・ささえあいのすゝめ勉強会

を通じて、ボランティアや

住民のネットワークを強化

し、地域住民の個別の生活

課題の具体的な解決策の模

索、活動につなげる。 
・地域の区長や役員へ働きか
け、ささえあいのミニプレ
ゼンを実施する。 

【取組み】 

・ささえあいのすゝめ勉強会を３回開催し、初めて住民と専門職が一緒に参加できる勉強会を企画し

た（延べ１０７名の参加）。 
・地域住民や役員対象にささえあいのミニプレゼンを３回実施し、これからは地域で支えていく必
要性を啓発した。 

【成果】 
・ささえあいのすゝめ勉強会を通して、普段話をする機会のないボランティアや民生委員と専門職
が、顔の見える関係に一歩近づく機会になった。 

A 
住民と専門職が
顔の見える関係
となるため、
「ささえあいの
すゝめ勉強会」
という独自の取
組みを実施する
など、努力、工
夫をしている。 
また、地域住民
の気づきの場が
増え、住民の自
主的な活動につ
なげることがで
きている。 

北
里 

・認知症予防プログラムを年

１回以上実施し、仲間づく

りを支援する。また、プロ

グラム参加者や自主活動グ

ループの交流会を開催し、

グループ活動の継続を支援

する。 

・地域の人が気軽に参加でき

る、集いの場を創出する。 

【取組み】 

・２～３月にかけ、認知症予防プログラム（ウォーキングプログラム）を５回実施した（小針地区７

名が参加）。 

【成果】 
・現在認知症でない方に対し、意識の啓発を行い、認知症の予防につなげることができた。 

A 
現在認知症でな
い方に対し、独
自の取組みとし
て、認知症予防
のプログラムを
実施し、認知症
の予防を推進す
ることができて
いる。 

 
 
 
 

目標の達成度合 
A・・90％以上 
B・・70％以上 
C・・50％以上 
D・・50％未満 
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各地域包括支援センターの課題のまとめ 
 

課題 

小牧 
・活躍できる場を確立していくことが、今後の課題と思われる。 
・「場作り」が提供できるよう、関係機関とのつながりが必要である。 

味岡 

・移動販売については地域の課題の洗い出しや、業者との兼ね合いで進めることが出来ていない。 

・サロン参加時の移動支援については、サロンの考え方、人手、責任問題等の問題や地域の実状との兼ね合いもあり進めることが出来ていない。 

・事業所交流会でのグループワークについては、こちらが提示した課題検討を行っていただいたため、実施の仕方を再検討していきたい。 
・個別の地域ケア会議などを通して地域のニーズや問題点、地域の特性を把握し地域の活動が住民主体の活動となるよう支援をしていく必要があ
る。 

篠岡 
・ささえあいのすゝめ勉強会では、住民・ボランティアの参加者が定着しており、新しい参加者が少ない。 
・民生委員の参加は徐々に増えてきたが、区長の参加が殆どない。 

北里 
・ウォーキングプロラムをその後も継続していただけているのか、その後の支援が十分出来ていない。 

・その他の集いの場の創設に繋がっていない。 

 

課題に対する今後の方向性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 各包括とも日々の業務に各々の圏域の地域性や独自性を取入れ、適切に業務を遂行できており、それぞれ力を入れている業務については積
極的に取組み、成果を得ることができている。 
介護予防プラン件数の増加により、居宅介護支援事業所への委託率も年々高くなっており、介護支援専門員に対する支援が課題となってい

る。また、認知症の人も、今後さらに増えることが予想されており、住み慣れた地域で暮らし続けるためにも、地域による見守りや支え合い

など地域包括ケアシステムの構築に向けた取組みを強化する必要がある。 
要介護者・要支援者の増加に伴う相談件数の増加や、虐待などの困難事例への対応等から、包括の業務は増え続けている。今後も包括が担

う役割は、拡大することが予想されることから、事業内容や取組みの整理を行いながら、身近な存在として寄り添った支援ができるような体
制を整える必要がある。 

 

 総合相談業務 
実態把握、 
ネットワーク構築 

高齢者虐待・消費者

被害への対応 

包括的・継続的ケア

マネジメント実施事

業・介護支援専門員

に対する支援 

二次予防事業・介護

予防に関する啓発 

小牧 B B B B A 

味岡 A B B A B 

篠岡 B A B C B 

北里 B B B C B 

 
認知症地域支援推進
員の地域での取組み
の促進 

情報交換や交流の場
の提供 

独自の重点取組み事

項 
合計 

小牧 B B A A-2,B-6 

味岡 B B A A-3,B-5 

篠岡 B B A A-2,B-5,C-1 

北里 B A A A-2,B-5,C-1 

各地域包括支援センター総括（案）  

総  評 

各包括とも独自の重点取組み事項として挙げていたものについて、積極的に取組み成果を得ることができている。 
それぞれの取組みに対する課題を解決するような対策を検討し、今まで以上に成果が得られるような事業を期待したい。 


